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Pl-in PTS ３Ｐ ２Ｐ FT F No, Pl-in PTS ３Ｐ ２Ｐ FT F

☓ cap 7 1 2 0 3 ☓ cap 13 3 2 0 0

☓ 13 0 6 1 3 ☓ 19 0 8 3 1

☓ 21 1 9 0 2 ／ 0 0 0 0 1

☓ 9 2 1 1 1 - - - - 0
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- - - - 0 ☓ 23 2 8 1 0

- - - - 0 ☓ 18 1 7 1 1
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0 0
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合　　　計 81 13 20 2 14 合　　　計 98 7 35 7 7
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Score ranking[Team]
1 29 35.80% 小田嶌  柊斗 1 23 23.47% 千保  銀河
2 21 25.93% 大髙  琉翔 2 22 22.45% NNEBUIFE  KELVIN CHIEMELIE

3 13 16.05% 関口  創介 3 19 19.39% 中島  遙希

Score ranking[Game]
1 29 小田嶌  柊斗 能代科技 2 23 千保  銀河 開志国際 3 22 NNEBUIFE  KELVIN CHIEMELIE 開志国際
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 能代市総合体育館

 第36回 能代カップ
高校選抜バスケットボール大会 

Year    Month    Day     Time

002023  年  5 月  4 日
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NNEBUIFE  KELVIN CHIEMELIE

　ここまで共に全勝（2勝0敗）と波に乗る両校の対戦。全国屈指の実力者を揃え前日も強豪校相手に序
盤から大差をつけ勝利した開志国際に対し、能代科技が伝統の走るバスケで流れを作れるか。前日、2試
合計54得点の能代科技#9小田嶌に期待がかかる。
　1Q序盤、能代科技#9小田嶌の3Pで先手を取ると、速攻からの走るバスケで得点しリードを奪う。開志
国際も#14ネブフィの高さを活かし、リバウンドから好機を作り得点。1Qは両校が打ち合いを見せ、能代
科技23-22開志国際とわずか1点差の接戦。
　2Q、主導権を握りたい能代科技は#9小田嶌が3本の3Pを沈めるなど積極果敢に攻める。一方の開志国際
も抜け目なくリバウンド、スティールなど得点機会で確実に決める。取られたら取り返すシーソーゲー
ムが展開され能代科技46-49開志国際とワンポゼッション差で後半へ折り返す。
　3Q、開志国際は#12千保、#13平良を中心にインサイド、アウトサイド両方から得点でリードを奪う。
離されたくない能代科技も#9小田嶌が3連続3P、#5関口がゴール下での力強さを見せ着実に加点。しか
し、試合巧者ぶりを発揮する開志国際が66-73と7点リードし4Qへ。
　4Q、開志国際はディフェンスの強度を高め能代科技の得点を阻止。オフェンスも#13平良が躍動し、10
点以上のリードを保ったまま終盤へ。逆転を信じ走り続ける能代科技は#9小田嶌の連続3Pで応戦。しか
し、能代科技の隙をつき確実に得点を重ねた開志国際が81-98で勝利した。

清水  祐清

NOSHIRO
CUP'23

関口  創介

大髙  琉翔

伊藤  賑一

津野  祐樹

5

前田  ヘンリー　有聖

藤山  拓翔

長谷川  聡

千保  銀河

Aｺｰﾁ


